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認定第 1号 平成23年度御嵩町一般会計歳入歳出決算認
定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

認定第 2号 平成23年度御嵩町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

認定第 3号 平成23年度御嵩町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

認定第 4号 平成23年度御嵩町介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

認定第 5号 平成23年度御嵩町下水道特別会計歳入歳出
決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

認定第 6号 平成23年度御嵩町水道事業会計利益の処分
及び決算の認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第40号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第41号 平成24年度御嵩町一般会計補正予算（第４
号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第42号 平成24年度御嵩町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第43号 平成24年度御嵩町介護保険特別会計補正予
算（第１号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第44号 平成24年度御嵩町下水道特別会計補正予算
（第１号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第45号 平成24年度御嵩町水道事業会計補正予算
（第１号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第46号 御嵩町職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第47号 御嵩町下水道条例の一部を改正する条例の
制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第48号 御嵩町公共下水道事業受益者負担に関する条
例の一部を改正する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

平成24年平成24年　　第3回定例会第3回定例会
平成23年度一般会計・特別会計決算認定平成23年度一般会計・特別会計決算認定
平成24年度一般会計・特別会計補正予算可決平成24年度一般会計・特別会計補正予算可決

平成24年第3回定例会は平成24年９月４日に開会し、９月21日までの18日間を会期として開催し
ました。
提出案件は、平成23年度の決算認定、平成24年度一般会計・特別会計補正予算、条例の一部改正
など15件が上程され、それぞれ原案のとおり可決しました。　
一般質問には町政の諸問題について5名の議員が登壇しました。

議案の審議結果議案の審議結果

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定
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平成平成2424年度　補正予算年度　補正予算

認　　定認　　定

人　　事人　　事

議案第40号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

平成24年12月31日をもって任期
満了となる人権擁護委員１名
【再任：伊左治　彪　氏（大庭）】
を法務省へ推薦するもの

賛成全員で承認

認定第１号 平成23年度御嵩町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

認定第２号 平成23年度御嵩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

認定第３号 平成23年度御嵩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

認定第４号 平成23年度御嵩町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

認定第５号 平成23年度御嵩町下水道特別会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

認定第６号 平成23年度御嵩町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 賛成全員で認定

議案第41号 平成24年度御嵩町一般会計補正予算（第４
号）について

歳入：地方交付税（普通分）、繰
越金の増額
歳出：人件費の減額、財政調整
基金積立金、減債基金積立金、
役場庁舎耐震診断委託料など
の計上

賛成全員で可決

議案第42号 平成24年度御嵩町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）について

歳入：繰越金の増額
歳出：一般会計繰出金の計上、
予備費の増額

賛成全員で可決

議案第43号 平成24年度御嵩町介護保険特別会計補正予
算（第１号）について

（保険事業勘定）
歳入：国・県支出金及び繰越金
などの増額
歳出：介護給付費準備基金の増
額、一般会計繰出金の計上

（サービス事業勘定）
歳入：繰越金の減額
歳出：予備費の減額

賛成全員で可決

議案第44号 平成24年度御嵩町下水道特別会計補正予算
（第１号）について

歳入：下水道事業債、繰越金の
増額
歳出：御嵩地区面整備（城町）
工事費などの増額

賛成全員で可決

議案第45号 平成24年度御嵩町水道事業会計補正予算
（第１号）について

収入：下水道工事に伴う工事負
担金の増額
支出：新地方公営企業会計制度
対応業務委託費の増額

賛成全員で可決



平成24年9月2日（日）に行われた御嵩町防災訓練に議員12名全員が参加しました。訓練では、

4班（各3名）に分かれ4箇所の避難所（上之郷小学校、向陽中学校、御嵩小学校、伏見小学校）

へ移動し、自治会からの情報収集を始め、避難所のサポート（避難所内のパーテーション設置、

炊き出し等）を行いました。訓練
防災

▶
避
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諸般の報告（議長報告）諸般の報告（議長報告）

諸般の報告（町長報告）諸般の報告（町長報告）

平成平成24年24年度　補正予算のあらまし度　補正予算のあらまし  （単位：千円）（単位：千円）

条　　例条　　例

会　計　名 補正前予算 補正額 補正後予算
議案第41号関連 一般会計補正予算（第 4号） 6,374,502 116,494 6,490,996
議案第42号関連 後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） 167,000 2,926 169,926

議案第43号関連

介護保険特別会計補正予算（第 1号）保険
事業勘定 1,268,000 23,635 1,291,635

介護保険特別会計補正予算（第 1号）介護
サービス事業勘定 5,000 △ 36 4,964

議案第44号関連 下水道特別会計補正予算（第 1号） 863,000 51,287 914,287
議案第45号関連 水道事業会計補正予算（第 1号） 1,112,000 1,517 1,113,517

議案第46号
御嵩町職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

55歳以上の職員給与を1.5％減
ぜられる支給開始時期を明確に
するためのもの

賛成全員で可決

議案第47号 御嵩町下水道条例の一部を改正する条例の
制定について

関係する法律の施行に伴い、公
共下水道の施設に関する構造基
準を条例で規定するもの

賛成全員で可決

議案第48号 御嵩町公共下水道事業受益者負担に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

受益者負担金を、排水区域以外
の土地所有者にも賦課、徴収す
ることができるようにするもの

賛成全員で可決

（1） 地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する
仕組み」の構築を求める意見書の採択について 全国森林環境税創設促進議員連盟

（2） 「保険で良い歯科医療の実現を求める意見書」の採択
について 岐阜県保険医協会

（3） 現金出納検査結果報告 （平成24年5月分から平成24年7月分）

報告第６号 専決処分の報告について（損害賠償の額）
報告第７号 平成 23年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
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平成23年度　決算報告
平成23年度　一般会計・特別会計決算総括表 （単位：円）

平成23年度　水道事業会計決算表　 （単位：円、消費税および地方消費税抜き）

健全化判断比率及び資金不足比率一覧表　 （単位：％）

平成19年度から施行された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成23年度決算に基づく健
全化判断比率及び資金不足比率が報告されました。内容は次の表のとおりです。御嵩町はいずれの指標も法律の定
める財政再生基準、早期健全化基準を下回っています。

（※）標準財政規模とは、地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模を表します。
平成23年度御嵩町の標準財政規模は、4,432,410 千円です。

区　分
会　計 歳入合計 歳出合計 差引額

一般会計 6,974,699,088 6,658,646,749 316,052,339 

特別会計 4,398,378,045 4,242,977,410 155,400,635 

内　

訳

国民健康保険特別会計 2,059,837,832 1,957,274,380 102,563,452 

後期高齢者医療特別会計 167,630,421 161,927,492 5,702,929 

介護保険特別会計（保険事業勘定） 1,268,940,042 1,258,260,626 10,679,416 

介護保険特別会計（サービス事業勘定） 4,562,520 4,562,520 0 

下水道特別会計 897,407,230 860,952,392 36,454,838 

合　　計 11,373,077,133 10,901,624,159 471,452,974

区　　　　　分 収入合計 支出合計

収 益 的 収 支 453,463,230 431,068,920 

資 本 的 収 支 156,832,728 156,832,728 

比率区分 内　　　　　容 御嵩町 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 一般会計の実質赤字が標準財政規模に占
める割合 － 15.00 20.00 

連結実質赤字比率
一般会計のみならず特別会計、企業会計
を含む全ての会計の実質赤字が標準財政
規模に占める割合

－ 20.00 40.00 

実質公債費比率 一般会計などが負担する公債費（借金の
返済額）が標準財政規模に占める割合 12.9 25.00 35.00 

将 来負担比率
一般会計などが将来負担すべき債務（借
金残高など）が標準財政規模に占める割
合

75.2 350.00 

公営企業における
資金不足比率 資金不足額が事業規模に占める割合

水道事業会計
－

20.00 
下水道特別会計

－



 みたけ議会だより （平成24年11月15日号） －6－

議　　員　　名
議
決
結
果

谷
口　

鈴
男

佐
谷　

時
繁

岡
本　

隆
子

大
沢
ま
り
子

植
松　

康
祐

伊
崎　

公
介

加
藤　

保
郎

山
田　

儀
雄

柳
生　

千
明

安
藤　

雅
子

山
口　

政
治

高
山　

由
行

議案第36号 平成24年度御嵩町一般会計補正予算
（第３号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第37号 平成24年度御嵩町国民健康保険特別会計
補正予算（第１号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第38号 御嵩町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第39号 財産の無償貸与について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案の審議結果議案の審議結果

平成24年平成24年　　第3回臨時会第3回臨時会
平成24年7月18日に、平成24年第3回臨時会を開会しました。平成24年7月18日に、平成24年第3回臨時会を開会しました。
上程議案が4件と報告案件1件（町長報告）がありました。上程議案が4件と報告案件1件（町長報告）がありました。

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定

予　　算予　　算

条　　例条　　例

その他の議案その他の議案

諸般の報告（町長報告）諸般の報告（町長報告）

補正予算のあらまし補正予算のあらまし  （単位：千円）（単位：千円）

議案第36号 平成24年度御嵩町一般会計補正予算
（第３号）

歳入：県支出金、基金繰入金の増額
歳出：国民健康保険への繰出金の増額 賛成全員で可決

議案第37号 平成24年度御嵩町国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

歳入：税率改正に伴う国民健康
　保険税、前年度繰越金の増額
歳出：保険給付費の増額

賛成全員で可決

会　計　名 補正前予算 補正額 補正後予算

議案第36号関連 平成24年度御嵩町一般会計補正予算（第 3号） 6,336,498 38,004 6,374,502

議案第37号関連 平成24年度御嵩町国民健康保険特別会計
補正予算（第 1号） 1,988,000 161,938 2,149,938

議案第38号 御嵩町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について

国民健康保険税の税率改正によ
るもの 賛成全員で可決

議案第39号 財産の無償貸与について 願興寺地内の旧御嵩町観光休憩所
を借受人に無償で貸与するもの 賛成全員で可決

報告第5号 専決処分の報告について（損害賠償の額）



1　高山　由行　議員 …………８ページ 
○街区公園（旧児童公園）の管理と遊具の
　点検整備について（チビッコ広場）
○町営住宅について

2　岡本　隆子　議員 …………９ページ
○今後の公共施設の改築・改修についての
　考え方
○アサヒフォージ㈱の町外移転について

3　大沢　まり子　議員 …… 10 ページ 
○通学路の安全対策について
○コンビニにおける証明書などの交付事業に
ついて

4　加藤　保郎　議員 ……… 11 ページ
○土地開発事業等
○学力テスト

5　柳生　千明　議員 ……… 12 ページ
○一人ひとりに向き合う教育体制の充実を

平成24年　第3回定例会

そこが知りたいそこが知りたい
一般質問は9月12日に行われ、5人の議員が活発な質問をしました。

一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文

責です。一般質問のページに掲載した内容につ

いて、議員に直接連絡がつかない場合は、ご質

問の内容、お名前、連絡先（住所、電話番号等）

を添えて、議会事務局まで書面にてお届けくだ

されば、各議員に連絡いたします。

文責についてお知らせ

一
般
質
問
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あなたも議会を傍聴しませんか
議会では、町民の皆様の暮らしに密着した重

要な問題が審議されます。

所定の受付簿に住所、氏名等を記入し、傍聴

券の交付を受けることにより、町議会を傍聴す

ることができます。お気軽にお越しください。

くわしくは、議会事務局までお問い合わせく

ださい。
☎ 67-2111（内線 2252）

町議会の
一般質問を
放映しています

議会で行われた一般質問をケーブルテ
レビ可児で放映が行われています。当日
に生放送がされる予定ですが、録画放送
及び再放送もされますので、町議会を傍
聴することが出来ない方は、ぜひご覧く
ださい。
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町
営
住
宅
行
政
の

将
来
の
展
望
に
つ
い
て

平
成
24
年
3
月
31

日
現
在
で
、
町
が
管
理

し
て
い
る
町
営
住
宅
は
、

町
全
体
で
管
理
戸
数

２
３
０
戸
、
入
居
戸
数

１
５
６
戸
、
空
室
戸
数

74
戸
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
建
物
自
体
も
老
朽

化
し
て
お
り
、
住
民
の

方
も
他
の
自
治
会
住
民

よ
り
も
高
齢
化
し
て
お

り
、
自
治
会
組
織
自
体

立
ち
行
か
な
く
な
っ
た

町
営
住
宅
自
治
会
も
あ

る
よ
う
に
聞
い
て
お
り

ま
す
。
住
居
空
間
の
改

善
、
空
家
の
管
理
、
住

民
の
高
齢
化
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
縮
小
、
住

民
の
足
の
確
保
等
、
町

営
住
宅
の
現
状
と
町
長

の
考
え
る
町
営
住
宅
の

将
来
を
伺
う
。

【
総
務
部
長
】

町
営
住
宅
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

町
営
住
宅
は
ご
指
摘
の

よ
う
に
老
朽
化
が
進
み

雨
漏
り
な
ど
の
苦
情
が

担
当
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
単
身
・
高
齢
者
世

帯
の
割
合
も
現
在
30
・
18

％
で
年
々
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
、
後
期
基

本
計
画
で
は
、
建
て
替

え
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
財
源

の
問
題
や
、
現
在
21
号

バ
イ
パ
ス
沿
い
に
民
間
ア

パ
ー
ト
の
新
築
が
進
み
、

町
営
住
宅
を
建
て
替
え

て
も
、
ど
れ
だ
け
の
需

要
が
あ
る
か
予
測
が
難

し
く
、
現
時
点
で
計
画

は
未
策
定
で
あ
る
。
今

は
現
実
的
な
対
策
と
し

て
高
倉
住
宅
の
空
き
家

が
多
い
南
側
ブ
ロ
ッ
ク
に

住
ん
で
い
る
方
に
、
北
側

に
移
転
し
て
頂
き
、
空

き
家
を
解
体
し
将
来
の

建
て
替
え
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
を
図
っ
て
い
る
。【

町
長
】

町
営
住
宅
と
し
て
の

役
目
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
資
金
投
入
を
す

べ
き
と
考
え
て
い
た
が
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

民
間
ア
パ
ー
ト
の
空
室

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
町
営
住
宅
を
建

設
す
る
と
民
業
圧
迫
に

な
り
か
ね
な
い
か
懸
念

が
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
奪
う
よ
う
な

形
の
新
設
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

今
後
の
町
営
住
宅
の

形
と
し
て
、
二
つ
の
可

能
性
を
考
え
て
い
る
。
一

つ
は
、
民
間
の
ア
パ
ー

ト
を
借
り
上
げ
町
営
住

宅
と
し
て
指
定
す
る
方

法
、
も
う
一
つ
は
、
板

良
住
宅
を
い
い
意
味
で

の
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
の
よ

う
な
形
と
し
て
、
買
い

物
や
健
康
施
策
等
を
集

中
さ
せ
る
こ
と
で
、
斬

新
的
な
取
り
組
み
が
で

き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
町
内
の
不

動
産
で
独
居
に
向
い
て

い
る
物
件
が
あ
っ
た
場

合
、
臨
機
応
変
に
購
入

し
、
町
営
住
宅
と
し
て

提
供
し
て
い
く
と
い
う

方
法
も
あ
る
と
思
う
。

ど
ん
な
形
の
町
営
住

宅
が
望
ま
し
い
の
か
、
皆

さ
ん
と
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

チ
ビ
ッ
コ
広
場
に

つ
い
て

子
ど
も
の
身
近
な
遊

び
場
と
し
て
、
住
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
設
置

さ
れ
た
チ
ビ
ッ
コ
広
場

（
児
童
公
園
）
の
管
理

等
に
つ
い
て
3
点
、
行
政

の
管
理
方
法
に
つ
い
て
１

点
伺
う
。

①
広
場
の
数

②
広
場
の
管
理
者

③
管
理
方
法
、
指
導

④
そ
の
他
の
遊
具
も
含

め
て
の
一
元
管
理
化

【
民
生
部
長
】

①
御
嵩
町
の
児
童
公
園

の
数
は
、
32
箇
所
で
す
。

②
児
童
公
園
の
管
理
者

は
、
各
自
治
会
で
あ
り

ま
す
。

③
遊
具
を
設
置
し
て
あ

る
児
童
公
園
等
は
、
25

箇
所
あ
り
ま
す
が
、
町

が
委
託
し
た
事
業
者
に

よ
り
年
1
回
の
保
守
点

検
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
各
自
治
会
長
へ
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【
副
町
長
】

④
遊
具
の
安
全
確
保
は

日
常
の
管
理
が
重
要
な

こ
と
か
ら
、
施
設
と
一

体
で
管
理
し
て
い
く
。

問問

問問

高
山　

由
行

答答

答答

答答答答

町
営
住
宅
の
将
来
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財
政
難
の
な
か
、

学
校
や
保
育
園
、
公
民

館
な
ど
私
た
ち
の
生
活

に
身
近
な
公
共
施
設
の

維
持
・
更
新
を
ど
う
す

る
の
か

私
た
ち
の
身
の
回
り

に
は
公
民
館
、
小
・
中

学
校
、
保
育
園
な
ど
多

く
の
公
共
施
設
が
あ
る
。

人
口
増
に
よ
り
昭
和
40

年
代
か
ら
50
年
代
に
建

て
ら
れ
た
老
人
憩
い
の

家
、
ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
、

上
之
郷
・
中
・
伏
見
保

育
所
、
中
・
伏
見
児
童

館
、
各
小
学
校
、
各
公

民
館
、
役
場
庁
舎
な

ど
が
平
成
20
年
代
後
半

か
ら
30
年
代
に
更
新
時

期
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

ざ
っ
と
見
積
も
っ
た
だ
け

で
も
95
億
円
と
い
う
試

算
に
な
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て

人
口
減
が
進
ん
で
い

く
。
現
在
御
嵩
町
の
人

口
は
約
1
万
９
２
０
０

人
、
高
齢
化
率
24
％

で
あ
る
が
、
平
成
47
年

（
２
０
３
５
）
に
は
町
の

人
口
は
1
万
４
６
３
８

人
、
高
齢
化
率
40
・
6

％
と
推
計
さ
れ
、
税
収

減
に
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
現
在
公
共

施
設
は
各
課
で
管
理
さ

れ
て
い
る
が
、
一
元
管
理

と
計
画
的
な
更
新
を
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
建
物
更
新
は
現
在
の

や
り
方
で
よ
い
の
か
。

当
町
で
は
3
カ
年
実

施
計
画
で
各
課
よ
り
建

て
替
え
等
の
実
施
に
つ
い

て
上
が
っ
て
き
た
も
の
を

検
討
し
て
い
る
が
、
そ

の
方
法
で
は
限
界
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

②
公
共
施
設
更
新
白
書

を
作
成
し
、
計
画
的
な

更
新
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。【

総
務
部
長
】

①
公
共
施
設
の
大
規
模

改
修
等
は
多
額
の
費
用

も
掛
か
る
た
め
、
3
カ

年
実
施
計
画
だ
け
で
決

定
出
来
な
い
。
よ
り
長

期
の
計
画
で
あ
る
基
本

計
画
に
掲
げ
、
有
利
な

補
助
制
度
の
活
用
な
ど

検
討
し
、
優
先
順
位
を

付
け
実
施
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
利
用
者

や
住
民
に
も
多
大
な
影

響
、
様
々
な
意
見
も
で

て
く
る
た
め
検
討
委
員

会
な
ど
設
置
し
、
合
意

形
成
を
図
り
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
。

【
町
長
】

②
御
嵩
町
の
規
模
で

は
町
の
施
設
が
ど
う
い

う
も
の
か
把
握
で
き
る

状
況
で
あ
る
。
た
だ
し
、

白
書
を
作
成
し
た
団
体

は
規
模
が
大
き
い
た
め
、

そ
の
必
要
性
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。

町
と
し
て
は
白
書
作

成
の
予
算
が
あ
る
の
な

ら
、
具
体
的
な
施
設
改

修
の
準
備
の
た
め
に
使
っ

た
方
が
有
効
だ
と
考
え

て
い
る
。ア

サ
ヒ
フ
ォ
ー
ジ

㈱
の
土
岐
市
へ
の
移
転

に
つ
い
て

①
企
業
誘
致
を
行
う
こ

と
は
今
の
時
代
で
は
難

し
い
。
貴
重
な
税
収
源

を
失
う
こ
と
に
な
る
が
、

事
前
に
情
報
キ
ャ
ッ
チ

は
で
き
な
か
っ
た
か
。

②
今
回
の
反
省
と
今
後

の
対
応
は
。【

総
務
部
長
】

①
今
回
の
件
は
、
新
聞

発
表
の
3
日
前
に
役
員

が
来
庁
さ
れ
、
初
め
て

事
態
を
把
握
し
た
。
岐

阜
県
に
は
事
前
に
相

談
に
行
か
れ
た
よ
う
だ
。

県
の
話
で
は
、
町
内
の

工
場
用
地
も
検
討
さ
れ

た
よ
う
だ
が
、
面
積
要

件
が
合
わ
ず
、
従
業
員

の
通
勤
圏
で
あ
る
土
岐

市
に
移
転
さ
れ
た
。
優

良
企
業
で
あ
り
、
町
に

と
っ
て
大
き
な
損
失
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

②
企
業
誘
致
は
、
情
報

収
集
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
今
後
は
、

県
の
窓
口
で
あ
る
企
業

誘
致
課
や
町
内
企
業
等

と
定
期
的
に
情
報
交
換

を
行
い
、
企
業
誘
致
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
本
町

の
企
業
誘
致
奨
励
制
度

も
、
他
の
自
治
体
よ
り

企
業
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
優
遇
策
と
思
っ
て
頂

け
る
よ
う
制
度
の
見
直

し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答答答答

答答

岡
本　

隆
子

問問

問問

公
共
施
設
の
計
画
的
建
て
替
え
の
た
め
に「
白
書
」作
り
を〈中保育園　築41年〉

〈アサヒフォージ㈱〉
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通
学
路
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
伺
う

本
年
、
4
月
に
京
都

府
亀
岡
市
な
ど
で
集
団

登
校
中
の
列
に
自
動
車

が
突
っ
込
む
と
い
う
痛
ま

し
い
事
故
が
立
て
続
け

に
発
生
し
、
通
学
路
の

危
険
性
が
表
面
化
し
た
。

公
明
党
の
「
緊
急
提

言
」
を
受
け
、
文
部
科

学
省
、国
土
交
通
省
、警

察
庁
は
、「
通
学
路
緊
急

安
全
総
点
検
」
を
行
い

対
策
を
講
じ
る
よ
う
通

達
を
出
し
た
。

①
緊
急
合
同
総
点
検
の

結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。

②
点
検
結
果
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

ら
れ
る
か
。

③
今
後
、
通
学
路
の
安

全
総
点
検
は
、
ど
の
よ

う
な
形
で
継
続
し
て
い

か
れ
る
か
。

④
通
学
路
に
お
け
る「
要

対
策
箇
所
と
対
策
結

果
」
を
親
あ
る
い
は
地

域
の
方
に
示
し
、
通
学

路
の
安
全
に
対
す
る
意

識
の
向
上
を
図
れ
な
い

か
。

【
教
育
担
当
参
事
】

①
各
小
学
校
が
保
護
者

の
協
力
の
も
と
に
通
学

路
の
総
合
点
検
を
行
い
、

見
通
し
の
悪
い
場
所
の

「
徐
行
」
等
の
路
面
表

示
や
看
板
の
設
置
、
ガ

ー
ド
パ
イ
プ
が
必
要
と

さ
れ
る
場
所
等
が
抽
出

さ
れ
、
危
険
対
策
必
要

箇
所
と
し
て
教
育
委
員

会
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
地
域
の
合
意

が
必
要
だ
が
、「
ゾ
ー
ン

30
」
の
設
定
が
望
ま
れ

る
場
所
も
抽
出
さ
れ
て

い
る
。

②
こ
の
総
合
点
検
に
よ

り
抽
出
さ
れ
た
危
険
箇

所
は
、
建
設
課
（
道
路

管
理
）、
総
務
課
（
交

通
安
全
対
策
）
の
助
言

を
受
け
、
警
察
等
の
関

係
機
関
す
べ
て
の
共
通

認
識
の
も
と
に
、
具
体

的
な
対
策
が
計
画
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。

③
各
小
学
校
で
は
、
毎

年
新
学
期
に
親
子
集
団

登
下
校
が
行
わ
れ
、
分

団
単
位
で
子
ど
も
た
ち

が
毎
日
通
る
通
学
路
の

安
全
や
大
雨
に
よ
る
増

水
危
険
箇
所
、
不
審
者

対
策
等
に
つ
い
て
親
子

が
同
じ
目
線
で
点
検
確

認
し
て
い
る
。
新
た
な

危
険
箇
所
の
発
見
が
あ

れ
ば
、
そ
の
都
度
関
係

機
関
と
連
携
し
て
継
続

的
に
対
策
に
取
組
み
た

い
。

④
現
在
は
対
策
が
必
要

な
箇
所
が
抽
出
さ
れ
た

段
階
で
、
危
険
箇
所
の

対
策
や
結
果
は
、
そ
の

都
度
保
護
者
に
も
報
告

し
た
い
。
ハ
ー
ド
対
策
ば

か
り
で
な
く
、
上
之
郷

小
の
通
学
班
で
は
、
低

学
年
の
安
全
登
校
の
た

め
高
学
年
が
常
に
車
道

側
を
歩
く
と
い
う
こ
と

が
伝
統
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
自

分
た
ち
の
命
は
自
分
た

ち
で
守
る
。」
と
い
う
意

識
の
高
い
児
童
が
増
え

る
こ
と
を
望
む
。

コ
ン
ビ
ニ
に
お
け

る
証
明
書
な
ど
の
交
付

事
業
に
つ
い
て
伺
う

現
在
、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
で
は
、
住
民
票
な

ど
の
証
明
書
を
交
付
で

き
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

全
国
で
、
54
の
市
町
村

が
導
入
し
て
い
る
。

来
年
の
4
月
か
ら
は

ロ
ー
ソ
ン
や
サ
ー
ク
ル

Ｋ
サ
ン
ク
ス
も
参
入
す

る
。住

民
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

【
民
生
部
長
】

コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る

住
民
票
等
を
交
付
す

る
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま

し
て
は
、
導
入
費
用

と
し
て
住
民
基
本
台
帳

シ
ス
テ
ム
等
の
改
修
や

設
備
の
整
備
等
に
約
４
，

６
０
０
万
円
の
費
用
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
年
間
約
５
２
０
万

円
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

や
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
委
託
手

数
料
も
必
要
と
な
る
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る

証
明
交
付
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

費
用
対
効
果
や
近
隣
市

町
村
等
の
動
向
を
踏
ま

え
調
査
、
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

一
般
質
問

問問

問問

答答

答答

大
沢
ま
り
子

歩
行
者
優
先
の
交
通
体
系
を
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大
規
模
な
土
地
開

発
事
業
に
お
け
る
地
域

住
民
と
の
約
束

大
規
模
な
土
地
開

発
事
業
の
ゴ
ル
フ
場
や
、

住
宅
団
地
の
開
発
等
で

事
業
者
に
よ
る
道
路
や

水
路
等
の
改
修
、
ま
た

地
域
の
集
会
施
設
等
整

備
さ
れ
た
。
開
発
等
で

完
成
し
た
道
路
に
よ
り
、

多
大
な
る
恩
恵
を
受
け

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

事
務
処
理
が
な
さ
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
、
地
域
の
要
望
等

を
受
け
入
れ
て
公
共
事

業
を
実
施
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
要
望
事
項
が

履
行
さ
れ
て
い
な
い
。

①
富
士
カ
ン
ト
リ
ー
入

口
よ
り
土
岐
市
の
卸
売

り
商
業
団
地
間
の
、
行

政
境
の
土
岐
市
と
の
協

議
は
。

②
東
海
環
状
道
の
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
部
分
の
町
道

整
備
計
画
は
。

③
顔
戸
橋
の
架
け
替
え

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

【
総
務
部
長
】

①
行
政
界
の
変
更
に
関

係
す
る
土
地
に
国
有
地

や
県
有
地
が
あ
り
、
所

有
権
移
転
や
財
産
交
換

の
協
議
が
円
滑
に
進
ま

ず
長
期
化
し
、
平
成
8

年
以
降
協
議
が
滞
っ
て

い
る
。
今
回
の
ご
指
摘

を
機
に
、
早
急
に
土
岐

市
や
岐
阜
県
と
の
協
議

を
再
開
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
こ
う
し
た
重
要

な
事
務
が
滞
る
事
の
な

い
よ
う
組
織
と
し
て
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
強
化
し
て

い
く
。

【
建
設
部
長
】

②
顔
戸
橋
の
架
け
替
え

と
連
動
し
て
行
う
こ
と

が
重
要
で
、
さ
ら
に
可

児
市
と
の
調
整
も
必
要

で
す
。
周
辺
環
境
の
整

備
や
土
地
利
用
も
あ
わ

せ
て
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
て
検
討
し
ま
す
。

③
顔
戸
橋
の
長
寿
命
化

計
画
の
策
定
を
進
め
て

お
り
、
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
改
修
は
可
能
か

不
可
能
か
検
討
し
、
可

能
で
あ
れ
ば
、
地
震
対

策
も
含
め
た
補
修
・
補

強
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
利
用

す
る
方
や
周
辺
に
住
ま

わ
れ
て
い
る
方
々
が
受

け
る
便
益
や
リ
ス
ク
を

考
慮
し
な
が
ら
、
有
利

な
補
助
を
活
用
し
て
事

業
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
結
果

文
科
省
は
、
本
年
4

月
に
実
施
し
た
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
公
表
し
た
。
今

回
は
、
算
数
・
数
学
と

国
語
に
初
め
て
理
科
を

加
え
て
実
施
し
た
。
3

教
科
と
も
記
述
問
題
が

苦
手
で
あ
る
こ
と
が
報

道
さ
れ
た
。

①
町
内
で
の
実
施
校
は
。

②
全
国
・
県
の
平
均
値

と
の
比
較
は
。

③
生
活
・
学
習
習
慣
で

の
問
題
点
等
は
。

【
教
育
長
】

①
今
年
度
は
、
小
・
中

学
校
各
一
校
が
抽
出
さ

れ
、
他
の
四
校
も
、
希

望
参
加
を
し
た
。

②
平
均
値
を
平
均
正
答

率
と
置
き
換
え
て
示
す

と
、
抽
出
二
校
の
う
ち

一
校
は
、
全
国
・
県
を

上
回
っ
て
い
た
が
、
一
校

は
、
届
い
て
い
な
か
っ
た
。

共
に
課
題
等
の
分
析
を

行
っ
て
い
る
。

③
生
活
習
慣
で
は
、
就

寝
時
刻
の
安
定
度
、
ゲ

ー
ム
を
す
る
時
間
の
長

短
、
携
帯
で
通
話
や
メ

ー
ル
を
す
る
頻
度
等
が
、

正
答
率
の
高
低
と
関
係

し
て
い
る
よ
う
で
、
家

庭
と
の
一
層
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
。
学
習
習
慣

で
は
、
家
庭
学
習
の
計

画
性
に
最
も
関
係
が
大

き
く
、
予
習
・
復
習
の

充
実
方
法
と
共
に
、
実

践
的
研
究
を
進
め
る
。

問問

答答

答答

答答

加
藤　

保
郎

土
地
開
発
の
要
望
事
項
と
学
力
テ
ス
ト

問問
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一
人
ひ
と
り
に
向

き
合
う
教
育
体
制
の
充

実
と
、
い
じ
め
の
対
応

に
つ
い
て

大
津
市
で
、
い
じ
め

が
原
因
で
自
殺
問
題
が

取
り
ざ
た
さ
れ
、
こ
の

事
件
の
報
道
以
来
全
国

的
に
い
じ
め
に
関
す
る

相
談
が
急
増
し
、
連
日

マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ

ら
れ
大
き
な
関
心
を
集

め
て
い
る
。
幸
い
民
生

文
教
常
任
委
員
会
と
教

育
委
員
会
と
の
意
見
交

換
の
場
で
は
、
当
御
嵩

町
に
は
深
刻
な
い
じ
め

が
存
在
し
な
い
と
の
報

告
を
受
け
た
。
教
育
委

員
会
で
は
定
例
会
等
開

催
さ
れ
て
い
る
が
、
事

務
局
の
方
針
を
追
認
す

る
ケ
ー
ス
が
大
半
で
形

骸
化
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
て
い
る
。

①
今
回
い
じ
め
に
対
し

て
の
「
定
義
」
と
は
。

②
学
校
に
お
い
て
は
未

然
防
止
・
早
期
発
見
・

早
期
対
応
が
指
導
方
針

と
し
て
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
対
し
て

教
育
委
員
会
と
し
て
の

対
策
と
支
援
は
。

③
教
育
委
員
会
の
形
骸

化
を
防
ぐ
に
は
。

こ
の
3
点
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

【
教
育
長
】

①
平
成
18
年
度
間
の
調

査
よ
り
文
部
科
学
省
の

定
義
は
、「
当
該
児
童
生

徒
が
、
一
定
の
人
間
関

係
の
あ
る
者
か
ら
、
心

理
的
、
物
理
的
な
攻
撃

を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ

て
い
る
も
の
。」
と
さ
れ

て
い
る
。

②
御
嵩
町
小
中
学
校
教

育
指
導
の
方
針
と
重
点

に
、
四
つ
の
最
重
点
を

設
け
、
今
年
も
そ
の
一

つ
に
人
権
教
育
を
位
置

づ
け
た
。
各
学
校
で
は
、

人
権
教
育
全
体
計
画
を

立
て
、
そ
れ
を
基
に
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
・

早
期
発
見
・
早
期
対
応

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

取
り
組
み
の
状
況
や

結
果
に
つ
い
て
は
、
教

育
長
学
校
訪
問
等
で
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

教
育
委
員
・
校
長
懇
談

会
で
は
、
取
り
組
み
の

現
状
を
中
心
に
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
第
一
回

目
の
同
教
育
指
導
の
方

針
と
重
点
評
価
会
議
で

の
人
権
教
育
の
交
流
は
、

い
じ
め
へ
の
取
り
組
み
を

中
心
に
進
め
た
。
教
育

委
員
会
の
学
校
訪
問
で

も
、
そ
の
後
の
取
り
組

み
等
の
懇
談
を
予
定
し

て
い
る
。
懇
談
等
を
丁

寧
に
行
う
こ
と
で
、
対

策
や
支
援
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
。

児
童
生
徒
に
は
、
オ

ア
シ
ス
教
室
で
い
じ
め

の
相
談
を
行
っ
て
い
る
こ

と
の
再
周
知
を
図
る
。

③
教
育
委
員
会
で
は
、

会
議
と
は
別
に
、
町

長
、
民
生
文
教
常
任
委

員
会
、
校
長
会
、
教
職

員
と
の
懇
談
を
実
施
し

て
い
る
。
公
民
館
等
外

部
機
関
で
会
議
を
開
き
、

各
種
事
業
の
進
捗
状
況

等
の
把
握
に
も
努
め
た
。

学
校
訪
問
で
は
、
学
力

向
上
推
進
事
業
・
い
じ

め
等
に
係
る
意
見
交
換

を
予
定
し
て
い
る
。
各

教
育
委
員
は
、
各
種
行

事
等
に
も
極
力
参
加
。

今
後
も
形
骸
化
を
防
ぐ

べ
く
一
層
創
意
を
凝
ら

す
。

【
町
長
】

い
じ
め
が
子
ど
も
の
レ

ベ
ル
で
解
決
し
て
く
れ
て

い
る
の
な
ら
、
成
長
の

過
程
に
お
い
て
の
社
会

勉
強
の
範
囲
で
済
む
か

と
思
う
。

今
回
の
可
児
市
の
条

例
化
は
、
抑
止
力
と
し

て
評
価
し
て
い
る
。

水
面
下
で
行
わ
れ
て

い
る
い
じ
め
を
水
面
上

で
顕
在
化
さ
せ
て
い
く

方
法
を
見
つ
け
な
け
れ

ば
、
解
決
に
つ
な
が
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

具
体
策
と
し
て
、
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
本
人

や
第
三
者
が
手
紙
を
書

く
方
法
も
あ
る
と
思
う
。

教
育
委
員
に
つ
い
て

は
、
大
変
重
い
仕
事
で

あ
り
、
町
の
教
育
行
政

の
一
番
根
幹
を
な
す
部

分
で
ご
活
躍
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
よ
き
人
材

を
求
め
て
い
き
た
い
。

問問

答答

答答

柳
生　

千
明

御
嵩
町
の
教
育
体
制
に
つ
い
て
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第1回　御嵩町議会住民懇談会報告
平成24年7月8日（日）中公民館で行われた第 1回御嵩町住民懇談会の内容を報告します。

質問や意見
質問・意見 会場での回答

１

２

３

４

５

６

７

８

議員として町に対しての政策の議員提案はしていく
のか。
今日の機会に議員全員に議員になった
熱い気持ちを語って欲しい。
≪亜炭廃坑問題≫
亜炭廃坑問題では、解決に向けて国の要望だけでよ
いのか。もっとアクションを起こす方法が色々ある
のではないか。
亜炭廃坑のハザードマップは 50mメッシュしかな
いが、もう少し小さいメッシュの資料はないのか。
また、廃坑の深度は 15m単位しかないが、本当は
5m以下という調査資料が出ているのではないか。
向陽中・御嵩小の下は埋めていないのか。
≪名鉄広見線≫
本町の現状を表している。赤字のため存続できない
支線を郡部の市町は抱えている・・少子化が原因。
利用者が増えるとは考えにくい。名鉄㈱専務の考え
はありがたく、財政負担が少なく済めばありがたい。
活力ある里山づくりをお願いしたい。
1億円の財政支援の使い道について、決算書類等を
入手し、住民に対して広報されたい。

法定協議会を早急に立ち上げられたい。存続要望に
ついて構成団体が同一で考えていくのが法定協議会
と考える。課題点をゴリ押しし、住民問題とされた
い。
県道多治見白川線の八百津とのトンネルの見通し
は。

20年 9月のアンケート結果では、62％が財政支援
やむなしの回答であるが、500円／人、1千円／人、
最大で 2千円／人である。7千万円の財政支援に
ついては、住民の賛同を得られていない。
南山、大庭のエコバスは不公平だ。上之郷は利用し
たくてもできない。

必要であれば、政策提言していく方向である。

全員で回答（発言）しました。

議会としてできることをやっていきます。

現在公表されているものしかないと思います。

向陽中、御嵩小の校舎等、一部については地下充填
しています。

ご提言として承ります。

原価償却費に充てている。名鉄の連結決算であり、
広見線のみでは正確に赤字額を出せないと報告を受
けています。
法定協議会の設置は議会決議している。しかし企業
としての存続の拘束力にはなりません。

昨年、御嵩町と八百津町で早期着工に向けて副知事
に要望書を出した。平成 24年度より４年を目途に
工事が進む予定です。
アンケート結果については、資料として議会に提示
されていない。（調査の結果、当時の議会に対し討
議資料として提出を受けていました）

不公平は十分承知している。正してまいります。
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11

12

13

駅に近い団地であったので御嵩に来た。公共交通関
連で全て合わせると約１億円となっている。代替バ
ス等の試算を提案し、住民に問う等したらどうか。
町内でも地域別に温度差がある。存続する必要があ
るならば、どうしたらよいか問題を掘り下げて住民
に説明する等の対応されたい。執行部の取り組みに
は不満がある。議会として率先して取り組まれたい。
≪その他≫
議員には将来の町のビジョンを持ってそのための問
題解決にあたってくれることを期待している。旗色
を鮮明にしてほしい。
ササユリ祭りなどのイベントに議員がもっと参加す
べきだ。
各地区で議会住民懇談会を開いてはどうか。

ご提言として承ります。

ご提言として承ります。

ご提言として承ります。

ご提言として承ります。

定例化していきたいと考えています。

アンケート集計

☆当日参加者　54名
他マスコミ
（中日新聞、岐阜新聞、可児ケーブルテレビ）

《アンケート回収》　
41名（回収率　約76％）内、意見回答者18名

※当日は、貴重な意見をありがとうございました。
◎意見、要望等
≪亜炭廃坑に関するもの≫
テレビを通じて全国に知れ渡ってしまった。従って御嵩を去る人も多く、また、来る人は少なくなった。御嵩
町の人口は減るばかりである。公表に踏み切った責任は？御嵩町の資産価値を低くしてしまった。もっと強力に
国や県に接するべきだ。（70代　女性）
≪名鉄広見線に関するもの≫
〇広見線存続に対して、名鉄側は歩み寄る様に見受けられますので、いい方面に向いてゆくのではないでしょうか。
（60代　男性）
〇もっとつっこんだ資料がほしい。町が 7千万円供出している。それがどのように使われているのか。そのため
に広見線の赤字はどうなっているのか。2年半近く経過しているのですから、もう少し具体的なことができる
のではないでしょうか。
町に要求することかもしれませんが、全然出発点と同じ回答では不満です。（70代　女性）
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〇名鉄問題に関して思えば、大変、議会側は甘く考えすぎのようですね。
参加者の思いの方が議会より大変強力に思います。議会、町政の方は余りにも無策ではないのか？（60代　女性）
〇名鉄支援金の使用された明細を早急に取り寄せて町民に知らせてほしいです。　（50代　女性）
〇どうしても名鉄を残して欲しい。議員各位、必死に努力してほしい。（60代　男性）
≪住民懇談会について≫
〇資料に議員さんの出身地？も含め毎回氏名と共に紹介して。（80代　男性）
〇意見の発表の中で１個人のみでなく、全体的なものを中心と考えるものにしてほしい。（70代　男性）
〇今後の開催は今日の様に昼間で平日中心で定期的に行って。（同）
〇内容についての説明はされたが、一般的なことだけでなく、より細かな点をよろしく。（同）
〇もう少し若い人たちの参加するように。（同）
〇地区単位、自治会単位でやってほしい！（50代　男性）
〇議員さん一人ずつのご意見、お考えをもっと聞きたかったです。大きなテーマに絞ったことはとてもよかった
です。（60代　女性）
〇開催日は一義的に決めるのではなく、取り交えて開催願いたい。（60代　男性）
〇議会（議員）が先覚的に指導や行動を町や地区へも発信されたい。（70代　男性）
〇皆さま、御嵩町の議員さんです。町全体代表です。御嵩町隅々までもっと歩いて勉強してください。知ってく
ださい。それからです。（70代　女性）
〇若い世代の参加が少ないため工夫を要望します。（50代　男性）
〇発表する住民の方が、正確な情報をもとに判断、意見を言っているのか疑問に感じた。議会、町とも情報発信
の仕方、こうした懇談会を通して、正しい情報をもとに議論しなければ、かみ合わない。意見を聞く機会とい
うなら良い場となった。（50代　男性）
〇もっと多くの町民に話を聞いてもらうため、広い会場で開催して頂けたらと思います。（40代　男性）
〇多くの意見が聞けて自分自身の参考となりました。（50代　男性）
〇大変勉強になりました。またの機会を楽しみにしています。（50代　女性）
≪議会≫
〇議会だよりは拝読させて頂いております。（60代　男性）
〇議員の皆さまを選んだこと。第１は御嵩町の各問題と解決、第２は御嵩町の将来ビジョンです。町から上がっ
てくる議案に賛成するだけのために選んだわけではない。
　議員の方々が遠く、町をどう考えておられるのか分からない。町報、町ホームページなどに議員の意見のペー
ジを作ってください。（60代　男性）
〇様々な議題があり、住民活動、要望も様々です。議題解決のため頑張ってください。（40代　男性）
〇各議員さんは、自己主張することが大切であり、議会としての具体的方向を示せるように相談されたい。行政
側の情報だけでは物足りません。（70代　男性）

≪その他≫
〇交通手段の更新は是か非か。（デマンド、ふれあいバス）（60代　男性）

次回の第２回御嵩町議会住民懇談会は、年明けを予定しています。

詳細が決まり次第お知らせしますので、お気軽にお越しください。
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御嵩町議会は、昨年10月に視察研
修でお世話になった宮城県七ヶ浜町
の復興を願い、今年（平成24年10
月21日（日））も御嵩町産業祭で、特
産品（焼のり）の販売を行い、協力
しました。

御嵩町産業祭御嵩町産業祭

産業祭での特産品販売▶
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